
バス情報の効率的な収集・共有に向けた
検討会（2016年12月〜2017年3月）
• 事務局： 総合政策局公共交通政策部交通計画課
• 外部委員

– 伊藤昌毅 東京大学生産技術研究所（座長）
– ー川雄一 株式会社構造計画研究所
– 伊藤浩之 公共交通利用促進ネットワーク
– 井上佳国 ジョルダン株式会社
– 遠藤治男 日本バス協会
– 櫻井浩司 株式会社駅探
– 篠原雄大 株式会社ナビタイムジャパン
– 丹賀浩太郎 株式会社工房
– 別所正博 公共交通オープンデータ協議会
– 山本直樹 株式会社ヴァル研究所



2017年3月31日
「標準的なバス情報フォーマット」公開



• GTFSリアルタイムをベースにバスロ
ケデータの標準化にも対応

• GTFS-JPの改定作業
– 2年経って40項目以上の検討、見直し事項が蓄

積
• 国交省バス情報の静的・動的データ利

活用検討会
– バスロケ事業者も委員に

2019年3月 標準的なバス情報フォーマット 第2版



• より精度が高いデータを作成するため
– Google Maps は一定以上の精度が確保されたデータでないと受理しないよう

に

2021年7月 標準的なバス情報フォーマット 第3版



• 国土交通省海事局内航課に
より船舶向けデータフォー
マット（GTFS互換）が策定
– 受託 ジョルダン株式会社

標準的なフェリー・旅客船航路情報フォーマット



• 標準的なバス情報フォーマット
（GTFS-JP）データ整備に関わる有志
によるコミュニティ
– 2017年夏頃から、国交省検討会の関係者らを

中心に自然発生的に誕生
– 普及に関わるツール開発、勉強会やイベント

開催、関係者への働きかけなどを継続的に実
施

– チャットなどによる活発な情報交換
• 参加者

– 大学研究者
– 乗換案内サービスデータ整備担当
– バス事業者向けツール開発者
– 公共交通コンサルタント
– 交通事業者職員
– 自治体職員 等 20名程度

標準的なバス情報フォーマット広め隊



• 西沢ツール
– 西沢明氏開発
– 約40+自治体・事業者が利用

フリーのデータ作成ツール開発・提供・利用支援

• 見える化共通入力フォーマット
– 伊藤浩之氏開発

• 当初は三重県のプロジェクトで利用
– 約33自治体・事業者が利用



• 無償配布されているダイ
ヤ編集システム

• プロ向けシステムと同等
の機能を備え、バス事業
の運営に利用出来る

• GTFS/標準的なバス情報
フォーマット出力機能を
備える
– 42事業者がオープンデータ公

開

その筋屋

http://www.sinjidai.com/sujiya/

http://www.sinjidai.com/sujiya/


• 県や運輸局が実施する勉強会に講師として登壇
• 事業者や自治体にツール導入を指南

広め隊による講演会・講習会



• 佐賀、富山、群馬、沖縄
• その他にも続々と･･･

県によるデータ整備事業



資料
⚫ GTFS公共交通オープンデータのリストは、「GTFS・「標準的なバス情報フォーマット」オープンデータ一覧（旭川工

業高専島田鉄兵先生）による。事業者・市町村単位で集計した。鉄道、航路等を含む。
⚫ HODaP、OTTOPはこれらのプロジェクトで整備されたGTFSである。 HODaP、OTTOPの区分は上記一覧記載による。
⚫ その筋屋、見える化共通入力フォーマット、西沢ツール、その他の区分は、各GTFSデータのtrips.txtを見て判断した。

• 2020年12月現在
• N=309（一部期限切れデータ含む）

フリーのGTFS作成ツールによるデータ作成が主流に

その筋屋
西沢ツール
見える化共通入力フォーマット
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• 2019年3月2日（土） 東大生研 にて
• https://geomedia2020.peatix.com

公共交通オープンデータ最前線 in 
インターナショナルオープンデータデイ2019開催

https://geomedia2020.peatix.com/


データ活用の広がり



ワンソース・マルチユース

• データを使った様々なアプリ開発や
交通分析が実現

• データ分析やアプリ開発によって公
共交通の利便性が向上

公共交通
オープンデータ

乗り換え案内 マイ路線図・マイ時刻表

交通分析
service_id 平日
route_name ２５０号線 [3102](片上→岡山駅)

行ラベル 計画 最小 中央値最大
06:52 83 92 102 106
08:40 78 78 83 90
10:35 76 76 80 84
15:11 75 79 81 88
17:05 85 87 98 111
総計 79.4 82 89 96
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• GoogleはGTFS形式によるオープ
ンデータを推奨

• 乗換案内に掲載されていない自治
体やバス事業者が利用促進のため
にデータ整備

• 訪日外国人が利用するのはGoogle 
Maps

Google Mapsへの掲載



「駅すぱあと/Yahoo!乗換案内」がオープン
データを採用
• オープンデータ化されたバスデータを経路探索に採用

https://ekiworld.net/personal/app/spec/info.html?style=pc

https://ekiworld.net/personal/app/spec/info.html?style=pc


• バスロケやアラートを標準フォーマットで積極公開、利便性向上へ

GTFSリアルタイムで攻めの情報発信



• 沖縄・石垣島での調査
– データ整備前（2018年2月）と整備後（2019

年8月）との比較
– 「バス・船の検索に不便があった」が約5割か

ら約3割に改善
• 国内: 約5割(n=88)から約3割(n=101)
• 海外: 約6割(n=9)から約4割(n=34)

– 検索する際の不便や困難が大きく改善
• 検索できなかったとの回答が約7割から約3割に

GTFS-JPオープンデータ整備の効果
• 北恵那バス馬籠線での調査

– 利用者の多く（76%）は外国人。馬籠宿
から妻籠宿へ向かうルートが大半

– 外国人のうち欧米の旅行者が85%
• 外国人の15%がGoogle Maps検索で

バスを知る。20代は4割以上

2018年10月調査（中津川市が実施）
http://www.city.nakatsugawa.gifu.jp/page/081195.html

2019年9月報告（沖縄県 観光2次交通検討委員会資料）
https://oki2k.jp/files/ic_20190913_no4.pdf

http://www.city.nakatsugawa.gifu.jp/page/081195.html
https://oki2k.jp/files/ic_20190913_no4.pdf


• 群馬県・富山県では2018年度整備したデータを活用しバスロ
ケーションシステムの整備を推進
– GTFSリアルタイムデータのオープン化にも取り組む

バスロケーションシステムの基礎データ

https://www.pref.gunma.jp/04/h21g_00088.htmlhttps://toyama.vtfm.jp

https://www.pref.gunma.jp/04/h21g_00088.html
https://toyama.vtfm.jp/


• 北海道十勝MaaS実証実験の
基盤データの一部はGTFS-JP
オープンデータ

• 小田急＋VAL研究所のMaaS
プラットフォームに採用

MaaSの基盤データとして

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/stk/hokkaido-tokachi-maas.htm
https://www.slideshare.net/KenjiMorohoshi/20200128shikoku-gtfsjp

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/stk/hokkaido-tokachi-maas.htm
https://www.slideshare.net/KenjiMorohoshi/20200128shikoku-gtfsjp


サイネージでの活用



• Aa

市民発のアプリも登場

https://play.google.com/store/apps/details?id=work.momizi.unomap&hl=jahttps://sonohino-kibunshidai.org/aobus_now/

青バスなう！ UnoMap

https://play.google.com/store/apps/details?id=work.momizi.unomap&hl=ja
https://sonohino-kibunshidai.org/aobus_now/


• x
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• 2018年の西日本豪雨を踏まえ
てデータ整備の体制や訓練

• 2021年夏の水害による呉線の
運休・代行バス運行の際に、
オープンデータ整備公開・
Google Mapsにて検索可能に

災害対応がついに実現
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• 1年に1回なのでノウハウを忘れがち
• 後任に引き継ぐのが大変
• 継続的に予算を確保するのが困難
• 盆暮れ正月…

• 一方で、利用者にとっては「検索出来るのが当たり前」になっ
ている可能性も

始めるより続ける方が大変…



• 減便になった8-33 遠鉄バス伊佐美線 17:45発で確認（10月26日 伊藤調べ）

10月1日のダイヤ改正は反映されていたか？

Navitime

駅探

Yahoo!

駅すぱあと

Google

Appleジョルダン

対応済み 未対応

2018年



データが使われる姿が見えると事業者の意識が変わる



• お盆の日のみ走る臨時便を事
前に情報提供

• その日を設定した検索にだけ
案内される

• Google Mapsはデータを送信
してからほぼ48時間以内で更
新されるらしい

臨時便への対応
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